
国立国会図書館のデジタルアーカイブ
連携に関する取組

平成23年2月2日

「知のデジタルアーカイブに関する研究会」（第１回）

国立国会図書館関西館 電子図書館課長 大場利康
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資料知１－５



博物館・図書館・文書館
(MLA)
知的・文化的資源を集積し、そこから
社会に必要な付加価値を生み出す機
関・組織

◦ 博物館…展示、解説、図録、研究、教育

◦ 図書館…目録、分類、レファレンス

◦ 文書館…選別、目録、レファレンス、研
究
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デジタル化とMLA連携の必要性(1)

インターネットが社会の基本的なイン
フラになりつつある。

これまでの文化的・知的な蓄積をネッ
ト上でも活用できるようにする必要が
ある。

ネットにないものは「ない」ことにな
りかねない！
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デジタル化とMLA連携の必要性(2)

個々の機関がデジタルアーカイブを構
築→小さなデジタルアーカイブが乱立

検索結果の上位に登場しないなど、利
用される機会が少なくなりがち。

多くのデジタルアーカイブを束ねて、
まとめて検索できるポータルサイトが
必要。
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PORTA
国立国会図書館デジタルアーカイブポータル

 デジタル資料の利活用のため、デジタル
アーカイブに格納された各デジタル資料を、
ワンストップで検索できるポータルサイト
http://porta.ndl.go.jp/
◦ 様々な機関・団体が提供しているデジタル形態
の資料(画像・テキスト・…)をまとめて検索でき
る

◦ 別のシステムとの間で、相互に検索機能を利用
し合える仕組みを提供する
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国立国会図書館サーチ

開発版を公開中（正式公開は平成24年
1月を予定） http://iss.ndl.go.jp/

 PORTAや3つの総合目録を統合、検索
対象拡大

◦ 国立国会図書館所蔵の全ての資料

◦ 都道府県や政令都市立の図書館が所蔵す
る和図書

◦ PORTAで検索できるデジタル情報
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デジタル化とMLA連携の必要性(3)

デジタルとネットの世界では、MLAの
枠を超えることで、知的・文化的蓄積
をより広く活用することが可能になる。

共通の課題を解決しつつ、それぞれの
特性を生かした発展を実現することは
できないか。
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デジタル情報資源ラウンドテーブル

デジタル情報資源に関するMLAの連携

を進め、共通の課題の解決に向けて協
議することを目的に平成22年3月設置。

関係分野の研究者・有識者と、関連機
関の担当者から構成。
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ラウンドテーブルの活動

 平成22年2月18日「第1回公共図書館にお
けるデジタルアーカイブ推進会議」

 同3月1日「デジタル情報資源ラウンド
テーブル」発足

 同3月2日 デジタル情報資源ラウンド
テーブル発足記念講演会 「知的資産を
繋ぐ―ヨーロッパの実践」

 平成23年2月24日「第2回公共図書館にお
けるデジタルアーカイブ推進会議」

 平成23年3月「第2回デジタル情報資源ラ
ウンドテーブル」
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現在進めている取組(1)

海外の文化機関におけるデジタル情報
資源に関する基礎的調査

◦ デジタル情報資源ラウンドテーブルの活
動の一環。

◦ 海外の事例約100件を対象として、採用し
ている標準、政策等を調査。

◦ 調査結果を材料として平成23年度の提言
に向けて検討を予定。
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現在進めている取組(2)

公共図書館におけるデジタルアーカイ
ブ事業の優良事例調査

◦ デジタル情報資源ラウンドテーブルの活
動の一環。

◦ 国内23機関を対象に、デジタルアーカイ

ブ事業を活発に推進している公共図書
館・自治体に対してアンケート調査。

◦ 各図書館で必要な作業・体制等を検討す
る上での参考とすることを目指す。

15



現在進めている取組(3)

資料デジタル化に関する研修プログラ
ムの開発

◦ デジタル情報資源ラウンドテーブルの活
動の一環。

◦ 関西館近隣の図書館へのヒアリング等を
踏まえ、平成23年度の集合研修の実施に
向けて検討・準備中。
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現在進めている取組(4)

『国立国会図書館資料デジタル化の手
引き』の改訂

◦ 国立国会図書館におけるデジタル化の仕
様の共通化や技術の共有化など、標準化
を目指し平成17年に作成。

◦ 技術等の変化に対応して改訂作業中。大
規模デジタル化の経験を反映。

◦ 当館だけではなく、広く標準化に資する
ものを目指す。
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現在進めている取組(5)

国立国会図書館ダブリンコアメタデー
タ記述(DC-NDL)の策定と改訂

◦ 2001年に国立国会図書館メタデータ記述
要素を策定、DC-NDL2007年版を経て現
行版(2010年)へ。

◦ 日本国内の図書館および関係機関におけ
るメタデータの相互運用に資することを
目指す。
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ワールドデジタルライブラリー
(WDL)
ユネスコ、米国議会図書館が中心

国立図書館を中心に約110機関が参加

 2010年4月、WDL憲章が発効

国立国会図書館は2008年に参加、2009
年よりコンテンツを提供

長尾真館長が「翻訳と言語常設委員
会」の共同議長を務める
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日中韓電子図書館イニシアチブ
(CJKDLI)
国立国会図書館、中国国家図書館、韓
国国立中央図書館による連携

 2010年8月に協定締結

メタデータ・スキーマの標準化、情報
サービス（ポータル）の統合及び電子
情報への長期のアクセスを可能にする
ための共同開発を促進
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以下、議論の材料として
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デジタルアーカイブの二面性

デジタル

• 均質

• グローバル

• 映像

• 情報

アーカイブ

• 多様

• ローカル

• 本物

• 経験

笠羽晴夫『デジタルアーカイブ 基点・手法・
課題』水曜社 2010年 p.157図を元に大場作図
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バランスが重要



キーワード

グローバルとローカル

◦ 発信先はグローバルだが、作成・活用は
ローカルを意識する必要

メタデータとLinked Open Data
◦ 情報の共有と、機械的連携の基盤

キュレーション

◦ 人が、大量のコンテンツの中から選択し、
意味と文脈を与える

◦ 利活用の鍵になりうる
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